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はじめに
中国の西北に位置する新疆ウイグル自治区は、面積が166.0万㎢と日本の約4.5倍の大きさで、人口
は2,264万人（2013年）の省区である。民族構成はウイグル族と漢族がそれぞれ40％を超え、その他
にカザフ族・回族・キルギス族・モンゴル族などの少数民族が居住する。筆者はかつてこの新疆ウイ
グル自治区の水資源問題について考察したが、1） それより10年を経過し、自治区の水環境問題をめぐ
る状況がどのように変化しているのか、危機に瀕する生態環境の回復策はどのように進められている
のか、回復計画に関わる課題はどのようなものなのか、といった点を中心に再度考察を加える必要性
を感じている。本稿は、そのなかでも筆者が関心をもつ水環境問題に直面している自治区南部地域の
実情に目を向け、さまざまな回復策の課題を取り上げる。この考察に際しては、21世紀に入ってから
刊行された中国の一連の研究書を主たる典拠とし、2）  2016年８月の筆者自身の取材の旅での見聞を交
えつつ進めることとする。
新疆ウイグル自治区の省都烏
ウ ル ム チ
魯木斉は、大都市としては海洋から最も遠く離れており、自治区南部
の大半は乾燥地帯で降水量が少ない反面で、蒸発量はきわめて大きい。単位面積当たりとしては少な
い水資源の大半は、自治区南部では大半が費消されるか蒸発・浸透する。またタクラマカン砂漠（塔
克拉瑪干沙漠）などはかつて海面下にあって、地殻変動で隆起した地域であるため土壌中の塩分が多
く、土壌の塩漬化という難問に直面している。本稿では、こうした特色をもつ自治区南部の地理的考
察をおこない、ついで開発を主導する新疆生産建設兵団の活動を取り上げ、さらに開発とともに劣化
が進む生態環境の保全に向けた計画と課題について検討をおこなう。
１、新疆南部の開発と水環境
塔里木河（タリム河）は、タクラマカン砂漠の周辺をめぐる内陸河である。全長1,321㎞の本流に
河川水をもたらす主要な源流には、葉
ヤ ル カ ン ド
爾羌河（全長1,165㎞）､ 和
ホータン
田河（全長1,127㎞）、阿
ア ク ス
克蘇河（全
長588㎞）、開都河（全長560㎞で、孔雀河に連なる）がある。3）  崑崙山脈やパミール高原などの雪解
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け水を集める豊水期と冬季の渇水期の流量の差は大きく、その典型である和田河（墨玉を通る喀拉喀
什河と和田を通る玉龍喀什河が闊什拉什で合流）の場合、最大流量と最小流量の差は55.3対１で、流
量の99.92％が６月から９月に集中し、後の季節は基本的に断流している。4） 他の主要源流も和田河ほ
どではないが、季節による流量の変動は大きい。
葉爾羌河は、源をK2（8,611㍍）地域に発し、中国国内の流域面積は8.44万㎢で、5） この中流域に当
たる麦
メ ル ケ ト
盖提で2016年８月に見たときには氾濫に近いと思われるほど豊かな水量であった。しかし、こ
の豊かな流れは塔里木河本流にはほとんど届かないのである。その主たる原因は、巴楚などにおける
過剰な取水である。この流域における取水量は21世紀初頭段階で毎秒988㎥となっており、大規模な
用水路に導水するが、漏水防止率は36.3％に止まっていて失われる水量が多く、ここから枝分かれし
た用水路は泥によって埋まり、用水効率を低下させている。6） 流域での降水量は少なく蒸発量が大き
いことが、7） 状況を悪化させている。そのためこの地域の40 ヵ所の平原ダムは貯水効率が悪く、廃棄
に向けた動きも生まれている。8） 用水路からの漏水は地下水の確保につながるかもしれないが、それ
以上のスピードで地下水利用が増加している。葉爾羌河灌区はその傾向が著しく、2010年頃で動力井
戸は3,228 ヵ所、うち約2,880 ヵ所が1998年以降に設置されていて、年間引水能力は55.06億㎥となっ
ている。9） 葉爾羌河流域での棉花栽培をはじめとする灌漑用水使用量の増加などによる断流は３月か
ら６月に集中しているが、10） 加えて渇水期を補う役割の小海子水
ダ
庫
ム
の貯水もあって、塔里木河本流へ
の供水はおこなわれていない。
阿克蘇河は、パミール高原からの水を集めて塔里木河本流に供水している。この流域では棉花栽培
が盛んであり、本流域での１畝（約6.67㌃）当たりの灌漑定数はトウモロコシ508㎥、甜瓜・甜菜594
㎥、棉花406㎥となっていて、11） 灌漑用水量が多いが現在のところ断流の報告は見えていない。それ
は効率が悪いといわれつつ、平原ダムが渇水期の用水需要を支えているからである。この地域の灌漑
用水量は、冬季の12月～２月はゼロとなり、３月以降の需要期にダムからの放流で支え、ダムの貯水
量がゼロとなる６月以降は雪解け水で供水していくというパターンが一般的である。12）
天山山脈に源流をもつ開都河は、年間を通じて博斯騰湖に流入する唯一の河川である。中国内陸部
にある最大の淡水湖といわれる博斯騰湖は平均して、湖面が海抜1,048㍍で、面積は988㎢､ 貯水量は
80.4億㎥、水面蒸発量は年間1,140㎜である。13） ただしこの平均水位や貯水量は変動しており、その背
景に流域の開発や気候変動がある。上流域の有名な巴
バ イ ン ブ ル ク
音布魯克草原は最近、草地萎縮・流量減少・生
態の退化という厳しい状況に直面しており、14） 中流域の焉耆・和静・和碩・博湖四県では、耕地が
1972年の980㎢から2010年の2,539㎢に増え、同期間に蘆葦面積は283㎢から424㎢に増えている。15） 湖
周辺の工場排水に含まれるCOD（化学的酸素要求量）とBOD（生物化学的酸素要求量）の流入も湖
水汚染の要因となっている。16） この上流域の開発は源流域からの水量を減少させており、上流の４河
川はかつて年間4.27億㎥の流量をもっていたが、1983年より断流している。17） 湖の塩分濃度の上昇も
大きな問題である。1950年代の礦化度は1,000㎎／㍑に及ばないという典型的な淡水湖であった。
1960年代になると焉耆盆地での農業開発の進行で土壌中の塩分を洗い流す洗塩作業が繰り広げられ
て､ 1989年には1,930㎎／㍑に達し、微鹹水湖になった。ただし1990年から2003年にかけては天山山
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脈での降水量増加と温暖化の進行による流量の増加で、湖の水位は海抜1,049.3㍍となり、淡水の希
釈作用で塩分濃度は1,176㎎／㍑に低下した。しかし2004年以降は、氷河の融水量の減少と孔雀河へ
の揚水量の増加によって､ 再び湖の水位低下と塩分濃度の上昇が見られるようになっている。18）
開都―孔雀河と表記されるように、開都河と孔雀河は「調整水
ダ ム
庫」となっている博斯騰湖で連結さ
れている。孔雀河は本来の全長が785㎞で、かつては有名な羅
ロ プ ノ ー ル
布泊に流入していた。しかし、現在は
阿克蘇甫郷以下の423㎞で断流している。19） それは塔里木墾区への年間2.3億㎥の引水が影響している
と考えられるが、20） 水不足の解消は不可能な状況で、新疆生産建設兵団二師の34団と35団は良田を放
棄せざるを得なくなり、35団は７度にわたり移動して、耕作面積も1980年の6,700㏊から21世紀初頭
には4,000㏊足らずにまで減少した。21）
博斯騰湖から揚水された水は、用水路を経て塔里木河本流にも流される。2001年６月、国務院は「塔
里木河流域近期総合治理規劃報告」の実施を正式に決定した。中央政府は、塔里木河の水資源の統一
管理を基本方針に源流域の節水灌漑と本流河道の治水などを進めることになった。一連の工事を、５
～６年の歳月と107億元の資金を投じて進め、阿拉爾からの年間平均流量を46.5億㎥、下流の大西海
子水庫からの生態用水の放流量を年間3.5億㎥とすることになった。22） この大西海子水庫は典型的な
平原ダムで、湖水面積が104㎢であるにもかかわらず、貯水量は2.28億㎥で、年間の蒸発量は１億㎥
を超え、水資源利用率は30％にとどまっている。23）
このダムの下流にある台特瑪湖への注水は、タクラマカン砂漠東部の環境保全にとって不可欠の事
業である。この流域における胡楊などの植生保護も含め必要な生態用水量は年間3.5億㎥といわれ、
上記の政府計画目標にも記されている。しかし、1958年から2010年にかけて生態供水量が年間3.5億
㎥を超えたのは19年間で、生態保証率は37％となり、その保証率は50％を下回った。結果として、
1989年と1994年には台特瑪湖はほとんど干上がった。24） 大西海子水庫から363㎞に及ぶ河道の断流に
よって「緑色走廊」は壊滅に瀕していたのであるが、この事態を救ったのは2000年５月から2005年８
月までの博斯騰湖からの放流である。25） その後も生態供水量の確保は順調で、2009年から2012年まで
大西海子水庫からの放流量は４年間で合計18.88億㎥、１年平均4.72億㎥となり、台特瑪湖の水域面
積は平均189.7㎢となっている。26） この流域の植被の回復については154.5万畝を目標とし、礦化度は
2,000㎎／㍑以下にすると計画している。27） この生態用水確保の背景には、開都河の流量増加による
博斯騰湖の水位上昇があるが、それをより確かなものにするには1972年に建設されたが、その後の利
用率が低い大西海子水庫の活用が課題となる。「塔里木河幹流近期総合治理規劃工程布置図」には、
大西海子水庫の廃棄が盛り込まれているが、28） 環境保全対策としては正しい判断と思われる。
塔里木河流域の開発に中心的役割を果たしてきたのが、新疆生産建設兵団である。1954年に発足し
た兵団は、党・政・軍・企業合一の特殊組織で、中央政府の与えた開墾と辺防の職責を担う組織であ
り、新疆ウイグル自治区の法律・規則に従い、行政・司法の事務をおこなうことが定められている。
現代の屯田兵といってもよい兵団は、14師（墾区）に分かれ、175 ヵ所の農牧団場をもち、総人口は
2011年の兵団統計年鑑によれば257万３千人である。2010年の兵団の農業生産額は569.28億元で、構
成員の年間平均所得は8,782元となっている。一兵団の農業生産のための播種面積は平均6,400㏊で、
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すべての団場を合わせると1,119万２千㏊となり、トラクターを合計55,500台所有するなど大規模な
機械化を進めている。29）
2011年の統計では、全兵団の年間用水量は120億㎥で農業用水が98.6％を占めており、30） 兵団にとっ
ても水資源の確保と活用が重要な課題となっている。2006年末段階で、兵団は125 ヵ所のダムを所有
し、総貯水量は32.45億㎥となっており、用水路は8,981.99㎞、動力井戸は11,305 ヵ所に達するなど水
利関係の建設工事も推進してきた。31） それも従来の農業従事者の営農地域を妨害することのないよう
新疆ウイグル自治区の辺境や沙漠周辺に入植しているものが多い。32） 水資源確保に苦労しているだけ
に各兵団は節水灌漑に力を入れ、2010年段階で高効率の節水灌漑面積が新疆全体で933万3,300㏊と
なっているなかで、兵団のそれは682万1,520㏊を占めているのである。33） また各兵団は滴灌の採用に
も積極的に取り組んでおり、その採用率は1996年の0.0046％から2003年には18.53％、2010年には
60.95％と急増しているため灌漑効率が上昇し、畝当たりの灌漑水量が1996年には868.86㎥、2003年
には715.70㎥、2010年には562.52㎥と減少している。34）
水資源が逼迫している地域を主として営農拠点としている兵団は、当然のことながら節水灌漑推進
の旗頭にならなければならないが、さらに流域間の水使用の調整の中心になる必要もある。毎年初め
に塔里木河流域水利委員会は、流域各地（州）や各兵団にその年度の用水使用量についての目標責任
書を作成させ、年度内に消費する予定の用水量や下流に流す水量確保の責任を取らせようとしてい
る。35） 1996年には新疆生産建設兵団環境保護科学研究所が設立され、その附属機関として有機産品認
証発展センターがあり、西北地区で唯一の国家認証機構として経験豊かな60人以上の専任・兼任の検
査員を擁し、有機農産物の生産、加工の認証をはじめ生産技術研究から宣伝工作まで広汎な活動を進
めている。36）
新疆農業を支え先導する兵団の活動には、一方で乱開発という弊害も見られる。筆者は庫
ク チ ヤ
車に近い
塔里木河流域の兵団による大規模な開発耕地の表土が、真っ白な塩で覆われているのを目撃した。現
地の人は「塩を洗い流せば西瓜がよく取れるのです」というが、洗塩水は本流に流れ込んで塩分濃度
を高め、下流の農業生産の障害となるであろう。作物が栽培されていない連続した塩漬土壌の農地は、
あるいは開発を中断した農地かもしれないし、今後農地化していく計画の耕地かもしれない。いずれ
にせよ流域全体を視野に収めた実効性のある開発規制を、兵団全体を統括する烏魯木斉の中央機関は
強力に進める必要があると思われる。
２、新疆の環境保全計画と課題
新疆ウイグル自治区の生態環境に関して指摘されているのは、以下のような現状である。典型的な
内陸乾燥区である自治区では水土流失が深刻化しつつあり、主として風と水の侵蝕による土壌侵蝕地
域に分類される面積が、全体の４分の３に当たる120.9万㎢に達している。自治区の塩漬土壌面積は
大きく、含塩量も多い。そのなかで典型的な塩漬土壌は362.81万㏊、塩漬草地は241.3万㏊、塩漬沼
沢土壌は16.98万㏊となっている。自治区には天然の草原が5,725.88万㏊あり、そのなかで利用可能な
草地面積は4,800.68万㏊である。自治区の40％の草原が過剰放牧で､ 80％の草原には退化や砂漠化が
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程度の差こそあれ現れており、そのうち37％以上の草原が深刻な退化に直面している。
新疆ウイグル自治区の砂漠面積は43万㎢で87県（市）のなかで53県（市）に分布しており、砂漠に
隣接する地域は風と砂漠化の脅威に直面している。生物多様性も失われようとしており、新疆虎など
はすでに絶滅しているが、レッドデータブックに入っている動物は83種で、絶滅の危機に瀕している
ものは24種ある。その他に石炭の燃焼や砂塵による大気汚染、工場廃水や生活排水による汚染、ゴミ
処理など多くの環境問題が取り上げられている。37） それらの多くは何らかの形で水資源問題に関連し
ているが、なかでも汚染問題は水資源確保に直接関係してくる。
中国中央政府の第十一次五カ年計画は、2006年から2010年にかけて推進されたが、そこに環境目標
も盛り込まれている。新疆ウイグル自治区は、中央政府の指示に基づいて自治区の「環境発展規劃」
と称する生態環境の改善計画を打ち出した。その特色を見ると、かつてタクラマカン砂漠の羅布泊で
核実験が繰り返されたこともあって、核実験場周辺の放射能の環境への影響とウラン鉱や放射性鉱石
の開発利用による放射能汚染の調査を進めることをまず謳っている。38）
本稿が主たる考察対象としている南疆地区については、砂漠化の防止と破壊された生態環境の回復
に重点的に取り組むことを計画し、水源涵養林の保護、鉱山の廃水処理と農田の排水管理の強化、博
斯騰湖や主要ダムの水環境保全、葉爾羌河流域の重金属汚染防止などが謳われている。39） 塔里木河流
域などの生態環境退化地域での農田開発の禁止を強調し、40） 農薬と化学肥料の利用効率を高め、緑色
食品・有機食品の生産増加のための基地を建設し、メタンガス利用、麦わら等の茎の有効利用、家畜
の糞尿の活用なども唱えている。41） さらに「開発する者が保護し、利用する者が補償し、汚染する者
が治理し、破壊する者が恢復する」という原則を堅持し、環境資源有償使用制度を実行し、生態補償
機制を打ち立てる、42） と汚染者負担の原則に沿う方針を出している。
飲用水の安全性確保は重要で、水源工程の建設に注意し、汚水が水源に入らないようにすることも
謳っている。43） これに関連するのが農村のトイレ改善と糞便処理の問題である。第十一次五カ年計画
の期間に自治区全体で衛生トイレを42万ヵ所作り、その普及率を55％にすると具体的数値をあげてい
る。44） 数値目標に関していえば、例えば高効率・低毒・低残留の農薬使用率を10％以上高め、農村の
畜禽糞便・農作物の堅い茎の資源化利用率や生活ゴミと汚水処理率を10％以上高めると謳っている。
45） このなかで改良型農薬について見れば、製造担当の企業・価格・普及方法など具体的な展望がな
ければ、単なるお題目になりかねない。農田の堅い茎の資源化にしても収集に用いるエネルギーとコ
ストを考えれば、推進すべき取り組みといえるかどうか疑問である。
新疆ウイグル自治区の地域によっては、経済成長を重んじ、環境保護を軽んじ、法があっても拠ら
ず、法の執行は厳しくないという好ましくない現実がある。46） こうした地方では遅れた生産体制を保
護するための各種の環境違法行為が依然として存在しているので、環境を犠牲として経済成長を企て
るという誤った方法を放棄しなければならない。47） そのためにはさまざまな手段で農村環境保護の法
律・法規、方針・政策の宣伝教育を展開し、生態文明の理念を樹立し、農牧民の環境意識を高め、か
れらの農村環境保護への参与の積極性と主導性を喚起し、全社会がこの問題に関心をもつようにさせ
なければならない。48） 
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新疆ウイグル自治区の牧区では、1996年と2006年を比較すると、牧民の戸数が16万戸から27万戸に、
人口が80万人から120万人に、飼育している家畜数は1,900万頭以上から2,400万頭以上にそれぞれ増
加している。過密な牧畜が草原を退化させ、収益率を低下させて収入増を困難なものにしている。49） 
自治区の水資源確保のためには草原の役割は大きいが、退化・砂漠化・塩漬化の傾向は顕著に現れて
おり、50） この趨勢を止めることが喫緊の課題となっている。その手段とされているのが牧民の定居促
進で、2012年の新疆畜牧庁の統計では、22.64万戸の牧民が定居し、牧民総戸数の61.73％になってい
る。定居した牧民のための人工飼草料地として合わせて300万畝前後が確保されているが、１戸当た
りにすると10畝前後にとどまり、冬季に舎飼するために必要な30 ～ 50畝の草地面積には遠く及ばず、
大多数の牧民はなお「四季遊牧」の状況にある。51） そのため退化が目立つ草地での飼育禁止が進めら
れている。
禁牧と呼ばれる取り組みの補助金は1畝当たり5.5元で、禁牧計画面積は150万畝、補助金総額は
８億2,500万元である。また良質の牧草栽培に対する補助金は1畝当たり50元で、計画では5,780万元
となっており、2011年から2013年にかけての自治区全体の草原生態保護補助奨励金は57.21億元にの
ぼっている。52） 牧民人口の増加という現実とは裏腹に18歳から48歳までの牧民の94％が出稼ぎ希望で
あり、53） 補助金だけで牧民の収入を増加させることは困難になってきている。54） 補助金頼みの農業は
欧米や日本などでも見られるところであるが、これらは就業人口増加を伴うことがほとんどない状況
下での農業振興策と考えられる。これに対して自治区の牧民対策は、就業者数の増加と飼育頭数の制
限という状況下での困難に満ちたものとなっている。生態環境保全を図りつつ進められる牧民対策
は、少数民族対策でもあると思われるが、水源の確保という面でも大きな意味をもっているので、重
要な政策である。
第十一次五カ年計画実施以前の和田地区洛浦県洛浦鎮多外特村の状況について、以下のような報告
がある。この村での生活汚水と生活ゴミ処理施設の不健全さは、地下水と環境の汚染を生みやすい。
汚染防止資金が欠乏し監視管理機構の不健全な村は、生活ゴミや生活汚水の回収・処理施設を建設す
る力はない。前述したように農牧民の環境意識は一般に高くなく､ 環境汚染の危害性に対する認識は
不足している。このような状況が、第十一次五カ年計画を遂行した後、一転している。計画遂行後、
この村では水源保護のための施設が完成し、村民の飲み水の安全が確保されて衛生合格率が90％とな
り、生活ゴミの収集を集中しておこない、有機ゴミはその地で処理し、その他のゴミは荒れ地やゴビ
灘に埋めるなどで100％処理し、無害化率は70％以上に達したという。55） 五カ年計画の見事なまでの
達成と見ることができるが、こうした劇的な転換は、実施主体、対策内容、財源などを具体的に明示
しない限り、説得力のある取り組みの成果とはいえないのである。
第十一次五カ年計画時期の南疆の生態環境改善策の特色と課題はいかなるものか。水環境に関連す
る部分を中心に見ていく。2010年に自治区全体で工業用水は77.53億㎥使用しており、前年より24.2％
増加し、その重複利用率は91.46％と前年並みであった。2010年の年間の工業廃水量は2.22億㌧で前
年より4.72％増加し、廃水全体の27.58％であった。廃水中の化学的酸素要求量は、14.74万㌧で前年
より8.46％増え、アンモニア窒素排出量は0.57万トンで前年より6.8％増えた。その他に石油類・揮発
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酸・シアン化物なども増えている。56） 2010年に自治区全体の工業企業体1,268社は1,539 ヵ所の廃水処
理場をもち、廃水処理率は86.31％となっているが、57） さらに処理率を上げるために小規模な火力発
電所・石油化学・セメント業・コークス炉・冶金業などの企業を処理技術の遅れを理由に閉鎖を命令
している。58） これは小規模な企業は、環境対策の余裕がないとの判断かもしれないが、大型の企業体
なら確実に排水基準を遵守していると断言できるのか、疑問が残るところである。
2010年末に新疆ウイグル自治区全体で65 ヵ所の監視拠点を設立しており、一級站（自治区環境監
測総站）１ヵ所、二級站（地州市環境監測站）14 ヵ所、三級站（県市級環境監測站）50 ヵ所で構成
されている。59） しかし、自治区全体の監視機器等の装備はアンバランスで、規定の監測をできないも
のがあり、大部分の監視機構では有機汚染物や特殊な汚染物の測定ができないなど本来の機能が果た
せていない。60） 工場廃水の監視についても、排水溝管理の規範のない企業は現場検査と監視管理の重
点対象とし、定期・不定期の抽出検査をすることや休日・夜間・冬季の監視回数を増やして基準値を
超えた汚水排出を防止することを重点目標としている。61） 
新疆ウイグル自治区は、国務院の指示により「自治区第一次全国汚染源全面調査方案」を出し、
2007年末より２年余りを費やし、約1.5万人を動員して全面調査を展開し、汚染源に関する11億個の
基本データを得たという。62） こうした基本データを生かして環境保護運動を展開することが重要であ
り、その状況を知るためにこの五カ年計画中に展開された各種の取り組みを見ていきたい。2007年か
ら中国環境科学学会が中心となって推進した「千郷万村環保科普行動」は、タリム河流を重点区域に
することにして2007年７月21日に喀什で開会式をおこなった。63） 「溢達少年環保万里行」という環境
保護の宣伝活動は2004年に始まっているが、2009年から自治区の10 ヵ所以上の学校で展開されるよ
うになり、移動式の実験室を拠点として植林作業などをおこなっている。64） 新疆「戈
ゴ ビ
壁緑州志願者組
織」は、中央政府の民生部門が批准したNGOで2006年７月３日に成立し、「戈壁緑州」と略称す
る。65） 水環境問題に直面している自治区では、水環境効能区を472 ヵ所（河流445 ヵ所、湖沼27 ヵ所）
を設け、そのなかで飲用水水源保護区（207 ヵ所）、水自然保護功能区（171 ヵ所）などが中心となっ
ている。66） 
以上のような取り組みがおこなわれているが、自治区の環境宣伝教育工作は地域によって弱い部分
があり、機構や施設にも格差があって、全住民の環境意識と保護活動に参与する体制が十分に形成さ
れていないと総括されている。67） 生態環境が脆弱で森林資源の保護に細心の配慮を必要としたタリム
盆地では、例えば4世紀以降衰退した楼蘭遺跡で1980年代に、森林の生長期に伐採を禁止し、違反者
には罰として牛一頭を献げるという中国最古の「森林法」が発見されたと伝えている。68） 一方でこの
ように生態環境保全に取り組む歴史的伝統がありながら、取り組みに落差が生じる背景を考えると、
各地域が抱える課題の相違点の大きさだけでなく、資金調達や人材確保の困難さが課題克服の妨げに
なっていることが見えてくる。
第十一次五カ年計画におけるタリム河流域の生態環境改善計画はどのような特色をもち、達成目標
と成果はどのようなものなのか。三つの代表的な地域を取り上げてその特色を見ていきたい。
和田地区では、全地区の大気汚染を規制し、工業廃水の処理率75％、都市生活排水処理率90％以上、
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都市生活ゴミ処理率95％以上などの目標を掲げ、主要な任務として飲用水源の保護、汚染防止と６ヵ
所の処理施設の建設、植樹推進などを掲げ、環境影響評価の実施や関連施設の速やかな建設と運用な
どをあげている。69） こうした政策によって生態環境の悪化は防止されたとするが、和田地区洛浦県の
取り組みについて上述したように、目標達成の具体的なプロセスが見えてこない。
喀什地区では、工業用水重複使用率が60％以上、工業企業体の廃水の基準達成率が85％以上、重点
汚染源の排出基準達成率100％などの具体的目標を定め、農牧業に関しては堅い茎の焼却を５％未満
にして80％を有効利用し、畜禽養殖場の汚水排出の基準達成率を60％、糞便の資源化率を95％する。
また汚染防止のための小企業の閉鎖など現地の状況を踏まえた目標を達成することを謳う。ただし一
連の取り組みで二酸化硫黄、COD、アンモニア窒素、粉塵などがコントロールされ、環境質量が改
善されたとする具体的なプロセスは明らかにされていない。70） 
和田地区と喀什地区はタリム河の上流域にあるが、中下流域に属する巴州では、河川の水質基準値
の目標を設定する他に、工業廃水・廃気の処理率98％達成や大西海子水庫よりの放流量年間3.5億㎥、
放流水の礦化度2,000㎎／㍑以下などが目標となり、流域の生態環境保護に重点が置かれている。71） 
これら三地区の第十一次五カ年計画を通して見られるのは、計画達成のための資金調達計画、組織
形態、取り組みの過程などがほとんど明示されることなく、目標は達成されたとする点である。
第十一次五カ年計画の関係資料のなかで予算額が明示されているのは、監視体制に対する中央政府
と自治区政府の投入する資金額ぐらいである。その額は、環境監視の早期警報システムに１億5,516.47
万元（中央が１億3,497.47万元、自治区が2,019万元）、環境執法監督システム建設に２億5,643.24万
元（中央が１億1,604.16万元、自治区が１億4,039.08万元）となっている他に、環境管理基礎施設等
の建設資金3,023.3万元、環境情報・統計関係に2,752.5万元、重点汚染源自動監視システムに3,898万
元などとなっている。72） 広大な地域と監視・規制項目の多様性を考えれば十分なものとはいえない
が、中央政府も西部開発との関係で力を入れていることは疑いない。
汚染者負担の原則を徹底することは、環境規制を有効なものとする上で不可欠の取り組みである。
新疆ウイグル自治区における排汚費の徴収は、2001年に16,127戸から8,162.7万元であったが、2010年
には14,410戸から36,530.61万元と増えている。73） しかし気になるのは、汚染物排出者に対して不可抗
力で重大な経済的損失を受けたり、特殊な事情によって期限内に排汚費を収めることができなけれ
ば、その減免緩和を申請できるという規定である。それは財政部など関連機関の制定した「関于減免
排汚費的有関的通知」に照らして、排汚者の提出した申請書、環境監察部門の現場審査、環境保護行
政主管部門の審査の後、財政部門とともに減免等の措置を確定するとあることである。74） これは政治
的な力関係から、ともすれば排出基準違反を繰り返す企業体の活動を黙認することに繋がりかねない
ことだからである。
おわりに
崑崙山脈、パミール高原、天山山脈などの高山を水源とする四源流を集めた塔里木河の水は、タク
ラマカン砂漠のなかに消えていく。その重要な水源となっている氷河は、面積が23,021.1㎢、体積が
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21,346.6㎦となっており、ともに中国全体の氷河量の40％を超えている。75） 天山山脈の氷河の融解が
進んだことが、開都河流域の降水量増加とあいまって、博斯騰湖の水位上昇につながり、塔里木河に
補水することで台特瑪湖に至る「緑色廊道」を回復した。パリ協定を批准することになった中国であ
るが、世界最大の温室効果ガス排出国であるという事実に変わりはなく、タリム河源流地帯の氷河の
後退は続いていくことになるだろう。開発による経済成長と環境保全という二兎を追う中央政府と自
治区であるが、全体を見通した効果的な環境政策を推進しないと貴重な水資源を浪費することになる。
自治区の開発を先導してきた新疆生産建設兵団は兵団同士の協定に加えて、従来から農業に従事し
てきた農民との協調体制を築きあげなければならない。牧民の定住と退牧還草も、現地の実情に応じ
た柔軟な取り組みが必要である。葉爾羌河の流域にあってタクラマカン砂漠に隣接する麦盖提には、
おそらくは定住者用に建設されたであろう大量の新築の集合住宅が見られたが、条件的に農牧民が入
居する状況にない建物群である。第十一次五カ年計画は、それぞれの地区の特色を取り込んだ計画と
なっているが、目標ばかりが強調され、実現に向けてのプロセス、必要な資金、それを運用する組織
や人材などの記述はほとんど見られない。
たしかに新疆ウイグル自治区は、中央政府の援助を受けて生態環境修復への取り組みをおこなって
いる。流砂のタクラマカン砂漠を貫く砂漠公路の両側に連なる植物の茎を利用した流砂防止柵の設
置・維持と胡楊の保護、防風林の育成などの地道な取り組みの他に、烏魯木斉と吐魯番との間に林立
する無数の風力発電塔（烏魯木斉の電力の70％を補うといわれ、砂漠地帯にあるため周辺環境への悪
影響は考えられない）など持続可能性を求める環境対策は、評価すべきと考えている。
平原ダムは、灌漑用水の必要な渇水期につなぎの役割をはたすために貴重な存在である。とはいえ
水資源に限界があるので、蒸発量が過大な平原ダムは廃止すべきであり、大西海子水庫の廃棄が検討
されていることは、塔里木河下流域の生態環境復活のために不可欠の方向性と考えられる。塔里木河
流域開発を中心となって担う新疆生産建設兵団は、中央組織をもつだけに、団場の開発に総合的な見
地から規制を加えるべきだろう。上中流域にある兵団が開発による利益を享受しようとすれば、下流
の兵団は用水確保の苦労を負い塩漬化などの被害を受けるのである。
複雑な民族問題を抱える新疆ウイグル自治区を安定させるには、経済成長と生態環境保護の両立が
欠かせない。そのなかで南疆の水資源は閉ざされた空間での活用となるので、「成長の限界」を常に
意識しつつ有効に活用していかなければならない。その役割を担うのは、流域に居住する人々であり
組織である。環境行政の一体化による四源流を含めた塔里木河流域の統一管理を実効性のある手段で
進めるとともに、流域住民の水環境に対する意識改革を進めていくことが、日照に恵まれている自治
区の生態環境を生かすことにつながるだろう。
［註］
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